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里竺里竺吐血盟E型ニ泉大値引開 7回1一旦宣塑皇主

奈良市公民館大会
高齢者私の主張大会も開催

とき 2月18日掛-20日個)

ι る 中央公民館

同ド央公酬を"山内の"公閣で"寸.iK')¥I'¥'O:>lI!

.と して さ.ざまは予何扇動b<fIわれてLます.

そ問ごろの学刊の削砿く市民 ζ制し公民 館利

用街地泌社会との連需の愉.広げるためつぎのとおり

公民弛え会会聞きます.

1 r" .，恥;)I !"制措r.也叫.人会も聞かれ

"世紀の更はる発展の"め a箱崎おの方々が 『也の姐きが

いH.ーマに制立咽吋E抗 体 験IU:後世に託する

党.がされ.す

多くの人o診加を伸司ています.

⑥ 
C作品展矛、発表 午前B崎準~午..同

公民館で乍何した人た色の松肉密遁 η6誕生げ"

などの作品を操，j;L ます.

0人織について考えるパネル展示と

ピデオ敏映 午前9時半-午後5陶

歩ーマ 「人として生きる」

⑮ 
0名薗鑑賞金 午前刊崎-'f!l..・筒分

間 (1<I KYU) 白州旅衣

'"山酬の聞い術文化叩‘ 柑 に

ある企かう 伽 偉 大 江 岬 叫 に附仙

の対立、司刷会峰崎への家師、帆摘と の 酬

更に問、欄，，'"1:組 、司という酬附えの酬あ

ふれる笑...た色、多彰俗人物で膨切れている...叉
+にほ、軒町"で‘駒場岨きた相休に三胴船A

Oこどもアーメ映画大会
.，. t.( .， !> ..んのケヤ牟 午後2時-，・H

衝の..守るのIHI? 子どもた色の純奥低気持

ろと行動が大人た色を動かし ケヤ令を残したアユ

j - ，，-，. >'. 

砂三ねん穫岬 午後 2剤耐-，・"掛
人聞として耐にして叫山、料水叫切さ

を子どもたちド期る及舗アー'ーシ.ν.
0作品展示発表 午...事~午後5・・

C入 梅について考えるパネル展示と

ビデオ敏検 午鎗..当ト午後5・e

(上三議町 宮 ⑧ 65 0 6) 

⑥ 
C開 会 行事 午前w時-w時半臼岡崎ホー 川

C学 習発表午慣w傭半~午後軍時冊分"岡崎永 叫

ヨー，ス訪町マンドりンギタ-iJl.'Jl'各公民

館での争併発>>

。高齢者私の主強大会 午睡1崎-，時半

予ーマ 「弘申~Io書."、」
"階ホール)

久円高克(宇埴画公民館) 埴.凪高下(lH匝企民組〕

主¥111 世出{畳量T丘圃量E船 高廟 障〔喧Eヶrr."民圃〕

.，.cl 白.';<関車公民町) 1+1村 問之(両軍公民魁)

眠堀 ;詰{中央公民館) 帽』主睡><平崎西止民値)

'1'凹 正悶{干措直公民軍} 峠 .-(平構由公民曽)

増田値虹(庫肺公民館}位本"江{南部公民岨)

安井松J'l((.t見公民自軒} 出111 It平(向車公民剖)

〈莞車両宇"ι町小刷、司直昨略〉

0"念穆演 午後2時半崎"同時ホール〉

. .判外 広〈フリーアナウ~.サー〉

予ーマ こころ・の程かさを殺めて

0料理パザー

ふれあい、しりぬい、かたりあL

-111.111介 ←

.レ町劃じみのわ柵

刊農村畑町会 . • 

ム正時間ヨ同町個

Z:;~ð:^-"'~~1I. NHK 
広人島ー賀して円山一

・を歩み ヲ~"""を温ι
暗 唱 唱し志れる蜘

即日K叫臨刈ー

とLて揺竃しτ、る

欄 " 時 ~ 午後川

(3IUI問団体制〕

書つ泊うどんぜんざい山震ご"ゐ

(跡地公醐蜘噌発)

0作品展示発表 午前g崎噂~午後 3時

0人権について考えるパネル展示と

ビデオ鏡検 午前8・H 町午後3・・

制 州"1的
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特別土地保有税(取得分)
の申告納付

〈倒..討.宥〉

事115'" 1，11 ，固から同匁"周'"穫での閣に
1岬"'ートJl..l;Uヒ酬で土m ・され
た人

(..・向付廻民〉..・・nJl28SIlで
(..居先》.....虚..

〈町"" ，山間Lみんだよ刷酎師陣慢の.闘えに

古いて.知ゅ・し害Lたが、守@配・中1:r""'6年目置の野偏.
包どにういて隠来写'"ごろに...行令予定です.，とあり
"危飢「令制;IJ0>.りです..ゎ"'て訂正はず.

忘れていませんか ?
三二11イフ-軽自動車曹の

変更手続ぎを . 

Oil'相こtsJ.l.lLたと畠

こんな暗に1;1: <?人に醐令たと書
。掛~ ，たと書

。量蝿にあ q たとき

つ百の場所で問い合せのうえ、作所生且!

(恒温重量D等の干暁島をLて〈ださい，

• 事E • . 同時

車H島.圃-医f以'"下-町E・"i'司肘 南極頑市民..  

蝿，.情"岨骨幡4小匹車畳E骨j助四事紬〉 撚pa臨】》
日誼4畢岨止品川イタ} 1器官 官邑制高〉

11 111山 "
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県道枚方大和郡山線(三松~
二名町)が 明一方通行H に
財道敏文 大1!1~ 1 1;・Sのa 路!I:.b! 1-'均 一得jerに作い

交通州蜘関るため制，.り刊"附日か「
;}j.行飯舗が実峰され重す.

県が地価監視届出

面積を緩和

M 紘， I I ~ 

く線"区間〉

経"N健"奈良市)-十-H
xOi (生島村"の摩』鋲)3.1

回(制市内13100)

〈鍵閣内書〉

司院副略温行2請けk区間 "良市

内〉 ①耐M谷償西益交J既
成かる三制帽出会差点

までの南信還付怨止②コ

胎'TIIi西.. Ht>>点か .;~-o使

館受.点を経て齢厳命幌東

鉱交差点までのJヒ行道行I，t
Uじ

く鍵観対象〉

.両
〈鍵.瞬時間〉

終日

一定面続以上の土地取引に"、凶土

孝明1計画法に'"づく先口緬絡等の事前

届出が必要です，県の絵tJllJd!:止により

1月初日かり市内の市街仕区域での土

漏出対象画讃が地取引について怯、

100"，以上から3∞d以上に緩和されま

3∞ηn之満の而飯これにより、'"。
につ

いては届出の必要が芯〈包りました.

の土抱取引〈聞の上地を除く)

〈わし〈 路市役所金扇膚戸。
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平威6年度の解価鶴え力、らは、土地のうち宅熔の開価t率、地価公示価舗の70)蝿贋を問機

に 解 随 の 遭正化勾衡化を図ることになっております。その編集 野備の上界劃合は地

媛によって異なりますが、宅勉の平均で4倍裡慮亡なると売込まれます.

恕お このままですと固定資産税の急道陣な負担欄加と怠りま夢ので、とれを鍾カ抑制ヲる

ための地方観滋の政正に伴って 策良市税条例右辺正し よりゆるやかな鋭負担となるよう

砿手だてを行ったとごろです。

このパンフレツト は 平 成6年度のE平価笛えと税負担のあら苦しをお知らせするものです.

土地評価由均衝と適正化

平成8年度の停価留えから、土地の明 恒俗、地価公示価絡の7畳程

度を目相医に 全図的忽レベルで土地開価の勾衡化遺産化を図ること

としています.

l士糊釜本藍と公的土地静鏑 . 

公的土地解価には @灘備公示価絡 ②相続視野価 @督自定資費税

評価がありますが、これら栂互の均衡と適正化を図ることが土地ヨ基本

涯で定められました。(之地釜本滋第 IB粂〉
こ¢竃固を諸君医え 地価公示価絡の 定'割合を巨欄に、固定資産税

の土地の評価を行うことが決定され零した.

l憎嫡公"'"織との僻鏑割合 . 

こ¢一定劃舎について陣 中央固定資産野価審制民会及ぴ税政綱査会

の7承を得て、固定資産税の位繕と地価公示OJ'賓の墨画との墜興地

備が安定していた昭和50年代の地価公示価衝に対ずる固定資産後解価

0)'則合の実鯛等から7割陪賓とすることとされています.

奈良市

、， 



自画

土地関係

適切な税負担の調整提

- 臨時世俗出家勘どの嗣省がそ崎師値目じて納
めていただ〈襖です.

. IiIlt..脚 本市の柑肌哨3耐抽 幅削どとともに
脚色目叫行肘ーピ ス問うた眠四時配h ていH.

①住宅用地に係る襖税栂準の特例摘置か鉱充されます。

(現行) (政正後}

→評価額の1/3

→ 評価額の1/6
- 般住宅隅地

・小織僕住宅用地(200r同まで)

{敵正後)

."倍加上虜割合¢高い宅地 なし→ 醇価の上界の程度に応じて

(醇値上'"則合が1.，笛超悶場合} 解価額の3/4-1/2
⑤宅地について、より怠だらか怠税負担となるような負担調盛繍置が実飽されまず。

(])-③の情置により 平成6年度かり平成8年度までの字¥'1二度分の'M疋資廠械の上"識は

<1Z 1 >の1¥llil同勉準のとむり左なります.

&'年一度の悦額1;1:， 4べ ジのモデルケ えの計算例を御覧くどきも、.

調阪 録後機準嘗W:， 1M則と してE平価額と何割ですが 上，，=③の特例併置が直則されてい

る土地につL ては その傾となります.

「一一当年度の陳視細菌滋額一ー「
(虜式}

前年度のa税栂....x負担梼益事×税率(1.4%)""当年度の税翻

〈褒])早見表
区 分

住宅用地

非住宅用地

野値のよ興割合 ・
'.6信以下のもの
'.6惜を超え ..倍以下のもの
a帽を臥 6.7間 以下初日

6.75憶を個え 沼倍以下のもの
ゆ舗を紹えるもの
u惜以下のもの
2帽を錨え a描以下のもの

，.，倍を組え ..，倍以下のもの
'.5僧を緬え lD備以下旬もの

lD隠奮を組定 "倍以下のもの
1植を組える回

興銀網貨車

i崎

1.075 
1.， 
1.15 
1.， 

1民

1.075 
l.l 
1. 15 
1.， 
1筒

>1"成6年度J平価稀
・ 評価の上舛劃合=

原則として平成3年度蒋価額

山 町

一四位蜘
.合

一l附が岬世相当園 一級住 明姻

四制品川酷してい砧't<IJlllleのことr
とれから四時四刊の主制闘しe叫.

れU ，ti衡化区域農地《生議緑地地区を除きます.)や維種地なども 宅勉とI司織に取り級

われます.



昔置…税負担の急激な酬を抑えます

ー、

家屋関係

家屋の胃価の，電車しにより、説負担が経涜されます.

①家屋の耐用'"数が短調宿されます.
{代表例) (現行)

・本 通住 宅 31'手 『
/住宅マンション(厳筋) 7~写 → 

・非木造 |事 務 所(鉄骨) 50写→

t工 甥{鉄骨) ，日 毎 →

e排木造の住宅マンシヨンの初期濠価率が、引き下げられます.
(現行) (2S!"iE後)
0.9 - 0.8 

③すでに標税されている家置のE平価聞か、 3%引き下げられます.

智
駐
畔

.. 置適正jf?iW--・E柑 圃配信草削刷 衡 づ く 開 た め 噛 同 批 自 閉 で.'H副航どに酎6酬に当日柑す.

・ 酬明書館内町酬に帽す町四の問 廿

土地関係

①住宅用地こ係る....棚a匿の特例鏑置が綬けられます.

(現行) (滋立後)

・ 般住宅用地 なし 司 解価傾0)2/3

・小規慎住宅用地 '"し → 解価噸の1/3
②圏定資産税と問織の税負慢の周監指値か実施されます.

・野価のよ界割合の高い宅地に対する宙定的'"裸視棟準の特例箔置

・より怠だらか花王負但調整?酋置

(鱒式)

怪 |小規 a
住宅用地

宅

周

駒 l目周t

移住宅用地 、、 、

自主



E 
的
怠
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